
芽室町新しい働き⽅への
 改⾰ロードマップ 

2030年

デジタルのチカラで⼈に寄り添い、新しい価値を創造できる集団へ

令和8年3⽉策定 政策推進課DX担当



はじめに‧ロードマップの⽬的

芽室町では、芽室町DX推進ビジョンに掲げる理念「いまいるところがあなたの芽室町役場」の実現を⽬指して令和5年度からDXを本格的

に推進してきました。

DXとは、単にデジタル化することではなく、少⼦⾼齢化が進み、刻⼀刻と変化する不確かな世の中にあっても持続可能な「まちづくり」

「ひとづくり」を⾏う⼿段の⼀つです。ただ、⼿段の⼀つではあるものの、「デジタルを活⽤すること」はこれからの世の中にとって必

須です。 つまり、デジタルネイティブ、AIネイティブというデジタルやAIを活⽤することが前提となる新しい働き⽅へシフトチェンジす

ることが必要です。

本ロードマップは、団塊ジュニア世代が65歳以上を迎える2040年、そしてその先に国全体で⾒据える2050年のSociety5.0に向けて、

2030年までには、新しい働き⽅改⾰と改⾰に必要な環境を整える状態とすべく、必要なネットワークやツールといったデジタル環境の

整備と、それらに付随するセキュリティポリシー、法令の整備といったソフト‧ハード両⾯の改⾰プロセスを⽰すものです。



ロードマップの位置づけ

〜R8  R9〜

‧本ロードマップに載っているツール導⼊やネットワーク改⾰など経費のかかるものは、実⾏計画、予算という段階を踏んで実現します。
 ‧具体的な商品名は作成段階のものです。都度、⾒直しながら導⼊を進めます。

芽室町DX推進ビジョン ＋
合流



⽬指す姿と全体タイムライン

いまいるところがあなたの芽室町役場

住⺠にデジタルを強いるのではなく、職員の創意⼯夫で徹底的に内部業務を効率化。
 ⽣み出した時間で、現場‧相談‧伴⾛などに寄り添い、新しい価値を⽣み出せる集団へ。

〜令和8年度

推進体制の構築

DXの機運醸成

1係1DXの取組

基本的なツール導⼊

⽬指す働き⽅の定義

現⾏ビジョンの終期。
 必要なツールの検証‧導⼊と

組織のDXの⾃分ごと化を推進。

令和9年度〜

新たなデジタル推進計画始動

ネットワーク基盤の改⾰

AIネイティブな環境構築

⼈に寄り添い

新しい価値を⽣み出す働き⽅のスタート

ネットワークの移⾏完了と
AIネイティブな環境の本格稼働。

 新しい働き⽅の全庁展開。

令和12年（2030年）⽬標

地域に⾶び出す

シン‧現場主義の実現

⼈にしかできない業務に集中し
持続可能なまちづくり、ひとづくりを

実現する。



令和12年（2030年）までに⽬指す姿の全体像

‧情報発信
‧本⼈確認が担保
された⼿続きいつでも

どこでも
申請ができる
回答できる ‧回答

‧収受、起案、施⾏、保管までデジタルで対応
‧回答データをそのまま活⽤
‧作成した⽂書は電⼦的にファイリングし安全強固に保管

キャッシュレス
対応システム
（財務会計含む）

・封詰め・郵送

税や保険料などは
elQRやコンビニ
払い可能

‧過去⽂書もすぐに検索し、対応の質を向上‧デジタルで決裁スピード向上

AIの活⽤
‧職員の経験不⾜をカバーしながら質の維持向上ができる
‧⼤量の事務処理を正確に⾃動化できる

料⾦⽀払い
（納⼊済み通知書）

ある

ない

マイナンバーカード認証アプリ
通知のデジタル化

‧登録

‧アプリ上でデジ
タル通知

・未登録者のみ

モバイル
デバイス活⽤

住⺠の皆さん

お知らせや決定通
知がプッシュ通知
が来るので、情報
を逃さない。

スマートフォンか
らキャッシュレス
で⽀払いできる。

コンビニで証明書が
取れる

住⺠にデジタルを強いるのではなく、職員の創意⼯夫で徹底的に内部業務をフルデジタル化。
 ⽣み出した時間で、現場‧相談‧伴⾛などに寄り添い、新しい価値を⽣み出せる集団へ。

役場側

職員が創意⼯夫で
オンラインの⼿続
きを実装できる

紙でいただいた申
請でも⾃動的に
データ化

⽂書管理‧電⼦決裁システム

職員が現場や住⺠の

もとへ寄り添える

シン‧現場主義
新たなネットワーク基盤への移行

（インターネットをベースにアウトリーチ型のネットワーク）

土台となる
ネットワーク
環境

公⽤スマホ 持ち出せる
パソコン

すでに取り組んでいるもの

今後着手予定の取組


